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(54)【発明の名称】 液晶表示装置及びその駆動制御方法

(57)【要約】
【課題】  画像情報の表示駆動状態で装置電源の遮断操
作を行った場合であっても、各表示画素における残留電
圧に起因する残像の発生を回避しつつ、かつ、残像処理
期間終了直後における表示ムラの発生や液晶の劣化を良
好に抑制することができる液晶表示装置及びその駆動制
御方法を提供する。
【解決手段】  液晶表示装置は、複数の液晶画素がマト
リクス状に配列された液晶表示パネル１０と、各液晶画
素に映像信号に対応した液晶印加電圧を印加して、所望
の画像情報を表示する信号ドライバ２０及び走査ドライ
バ３０と、を備えた液晶表示装置において、電源スイッ
チＳＷのオフ操作が検出された場合に、信号ラインＬｄ
に供給される信号電圧と共通電極に供給されるコモン信
号電圧Ｖcomを特定のローレベルに固定して、表示画素
の各々に微小な信号電圧（例えば、白表示電圧）を書き
込む。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】  相互に直交して配設された複数の走査ラ
イン及び複数の信号ラインの各交点近傍に、該走査ライ
ン及び信号ラインに接続されたスイッチ素子を介して、
マトリクス状に配列された画素電極、及び、該画素電極
に対向して設けられた共通電極からなる複数の表示画素
を有する液晶表示パネルと、前記複数の走査ラインに走
査駆動信号を順次印加して前記表示画素を走査する走査
側駆動手段と、前記複数の信号ラインの各々に所定の映
像信号に基づく表示信号電圧を印加する信号側駆動手段
と、前記共通電極に所定のコモン信号電圧を供給するコ
モン信号駆動手段と、を備えた液晶表示装置において、
前記液晶表示装置の装置電源が遮断操作されたことを検
出する電源遮断検出手段と、
前記電源遮断検出手段により前記装置電源の遮断操作が
検出された場合に、前記信号ライン及び前記共通電極間
に、所定の期間、所定の電圧を固定的に印加するように
制御する表示画素制御手段と、
前記所定の期間の経過後、前記液晶表示装置への駆動電
力の供給を遮断する電源制御手段と、を具備することを
特徴とする液晶表示装置。
【請求項２】  前記表示画素制御手段は、少なくとも、
前記信号側駆動手段から前記信号ラインを介して前記表
示画素の画素電極に一定の信号レベルを有する信号電圧
を印加するように設定制御することを特徴とする請求項
１記載の液晶表示装置。
【請求項３】  前記表示画素制御手段は、前記コモン信
号駆動手段から前記共通電極に一定の信号レベルを有す
る信号電圧を印加するように設定制御することを特徴と
する請求項２記載の液晶表示装置。
【請求項４】  前記表示画素制御手段は、前記表示画素
の画素電極に印加される信号電圧と、前記共通電極に印
加される信号電圧を、相互に近似するように設定制御す
ることを特徴とする請求項２又は３記載の液晶表示装
置。
【請求項５】  前記表示画素制御手段は、前記表示画素
の画素電極に印加される信号電圧と、前記共通電極に印
加される信号電圧を、各々特定の低信号レベルに設定制
御することを特徴とする請求項４記載の液晶表示装置。
【請求項６】  前記表示画素制御手段は、少なくとも、
前記表示画素の画素電極に印加される信号電圧を、前記
液晶表示パネルに白表示駆動する際の信号レベルに設定
制御することを特徴とする請求項５記載の液晶表示装
置。
【請求項７】  相互に直交して配設された複数の走査ラ
イン及び複数の信号ラインの各交点近傍に、該走査ライ
ン及び信号ラインに接続されたスイッチ素子を介して、
マトリクス状に配列された画素電極、及び、該画素電極
に対向して設けられた共通電極からなる複数の表示画素
を有する液晶表示パネルに所望の画像情報を表示する液
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晶表示装置の表示駆動方法において、
前記液晶表示装置における装置電源の遮断操作を検出し
て、所定の期間、前記複数の信号ラインの各々に特定の
低信号レベルを有する第１の信号電圧を固定的に印加す
るとともに、前記共通電極に特定の低信号レベルを有
し、かつ、前記第１の信号電圧に近似する第２の信号電
圧を固定的に印加することを特徴とする画像読取装置の
駆動制御方法。
【請求項８】  前記第１の信号電圧は、前記液晶表示パ
ネルを白表示駆動する際の信号レベルに設定され、該信
号電圧の信号極性を反転駆動することなく、前記画素電
極に印加されることを特徴とする請求項７記載の液晶表
示装置の駆動制御方法。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】本発明は、薄膜トランジスタ
（ＴＦＴ）等を適用した表示画素からなる液晶表示パネ
ルを備えた液晶表示装置に関し、特に、液晶表示パネル
の近傍にバックライト等の光源を備えていない反射型の
液晶表示装置及びその駆動制御方法に関する。
【０００２】
【従来の技術】近年、コンピュータやテレビジョン等の
情報機器や映像機器のモニタやディスプレイとして、従
来のブラウン管（Cathode Ray Tube；ＣＲＴ）を備えた
従来の表示装置に替えて、薄型、軽量、省スペース、省
電力等の種々の特徴を有する液晶表示装置（Liquid Cry
stal Display；ＬＣＤ）が多用されるようになってきて
いる。また、近年普及が著しい携帯電話や携帯情報端末
（Personal Digital Assistant；ＰＤＡ）、デジタルス
チルカメラ等の撮像機器等においても、画像や文字情報
を表示するための表示手段として、上述したような液晶
表示装置が適用されている。
【０００３】特に、携帯型の情報機器や電子機器の分野
においては、バッテリーによる駆動時間をより長期化さ
せるために、電力消費量が比較的大きいバックライト等
の光源を用いることなく良好な画像表示を行うことがで
きる反射型の液晶表示装置を適用したものが知られてい
る。
【０００４】以下、従来の液晶表示装置について、簡単
に説明する。図５は、従来のＴＦＴ型液晶表示装置の構
成を示すブロック図であり、図６は、液晶表示パネルの
回路構成を示す要部回路図である。ここでは、アクティ
ブマトリクス型の液晶表示パネルを備えた液晶表示装置
を示す。図５に示すように、液晶表示装置は、大別し
て、液晶表示パネル１０と、信号ドライバ（ソースドラ
イバ）２０と、走査ドライバ（ゲートドライバ）３０
と、ＲＧＢデコーダ４０と、反転アンプ５０と、ＬＣＤ
コントローラ６０と、コモン信号駆動アンプ（図示の都
合上、図中「駆動アンプ」と記す）７０と、を有して構
成されている。



(3) 特開２００３－２９５８４０

10

20

30

40

50

3
【０００５】液晶表示パネル１０は、概略、対向する透
明基板間に、図６に示すように、列方向に配設された信
号ライン（データライン）Ｌｄ及び行方向に配設された
走査ライン（ゲートライン）Ｌｇと、該マトリクス状に
配設された信号ラインＬｄ及び走査ラインＬｇの交点近
傍に配置された複数の画素電極、及び、各画素電極に対
向して配置された単一の共通電極（図示を省略；後述す
るコモン信号駆動アンプ７０によりコモン信号電圧Ｖco
mが供給される）、画素電極と共通電極の間に充填、保
持された液晶からなる液晶容量（画素容量）Ｃlcと、該
液晶容量Ｃlcに並列に構成され、他端側が容量配線Ｌｃ
を介して所定電圧Ｖcs（例えば、コモン信号電圧Ｖco
m）に接続され、液晶容量Ｃlcに印加された信号電圧を
保持するための蓄積容量（補助容量）Ｃcsと、走査ライ
ンＬｇにゲートが接続され、上記画素電極にソースが接
続され、信号ラインＬｄにドレインが接続された薄膜ト
ランジスタ（Thin Film Transistor；以下、「画素トラ
ンジスタ」と記す）ＴＦＴと、容量配線Ｌｃ（所定電圧
Ｖcs）と各信号ラインＬｄとの間に接続された静電保護
抵抗Ｒcsと、を備えている。ここで、マトリクス状に配
設された信号ラインＬｄ及び走査ラインＬｇの各交点近
傍に配置された液晶容量Ｃlc及び蓄積容量Ｃcsにより表
示画素が構成される。
【０００６】なお、このような構成において、反射型の
液晶表示パネルにあっては、周知の通り、透過型の液晶
表示パネルの場合のように、液晶表示パネル１０の背面
側にバックライト（光源）が設けられていないので、後
述するように、各表示画素における液晶分子の配向状態
を制御することにより表示される画像情報を良好に視認
させるために、液晶表示パネル１０の背面側に視野側か
ら入射した光を反射するように、金属膜等による反射板
や反射膜（図示を省略）が設けられた構成を有してい
る。
【０００７】信号ドライバ２０は、上記各信号ラインＬ
ｄが接続され、後述するＬＣＤコントローラ６０から出
力される水平制御信号に基づいて、ＲＧＢデコーダ４０
から供給されるＲ（赤）、Ｇ（緑）、Ｂ（青）各色の輝
度信号を１行単位で記憶し、該輝度信号に対応する表示
信号電圧を各信号ラインＬｄに順次供給する。また、走
査ドライバ３０は、上記各走査ラインＬｇが接続され、
ＬＣＤコントローラ６０から出力される垂直制御信号に
基づいて、各走査ラインＬｇに走査信号（ゲートパル
ス）を順次印加して選択状態とし、上記信号ラインＬｄ
と交差する位置の表示画素（画素電極）に、信号ドライ
バ２０から信号ラインＬｄを介して供給された輝度信号
に対応する表示信号電圧を印加する。
【０００８】ＲＧＢデコーダ４０は、例えば、液晶表示
装置の外部から供給される映像信号（コンポジットビデ
オ信号）から水平同期信号Ｈ、垂直同期信号Ｖ及びコン
ポジット同期信号ＣＳＹを抽出して、ＬＣＤコントロー
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ラ６０に供給するとともに、ペデスタルクランプ、クロ
マ処理等を実行して、映像信号に含まれるＲ、Ｇ、Ｂの
各色信号（ＲＧＢ信号）を抽出し、反転アンプ５０に出
力する。反転アンプ５０は、ＬＣＤコントローラ６０か
ら供給される極性反転信号（フィールド／ライン反転信
号）ＦＲＰ等に基づいて、ＲＧＢデコーダ４０により抽
出されたＲＧＢ信号の極性を反転処理して、ＲＧＢ反転
信号を生成して上記輝度信号として信号ドライバ２０に
出力する。
【０００９】ＬＣＤコントローラ６０は、ＲＧＢデコー
ダ４０から供給される水平同期信号Ｈ、垂直同期信号Ｖ
及びコンポジット同期信号ＣＳＹに基づいて、上記極性
反転信号ＦＲＰ等を生成して、反転アンプ６０及びコモ
ン信号駆動アンプ７０に出力するとともに、水平制御信
号（信号ラインアウトプットイネーブル信号、クリア信
号等）及び垂直制御信号（ゲートスタート信号、ゲート
クロック、ゲートラインアウトプットイネーブル信号
等）を生成して、各々、信号ドライバ２０及び走査ドラ
イバ３０に供給することにより、所定のタイミングで各
表示画素（画素電極）に輝度信号に対応する表示信号電
圧を印加して、液晶表示パネル１０に映像信号に基づく
所定の画像情報を表示させる制御を行う。
【００１０】コモン信号駆動アンプ７０は、上述したＬ
ＣＤコントローラ６０から出力される極性反転信号ＦＲ
Ｐに基づいて、各表示画素の画素電極に印加される表示
信号電圧に対して、各表示画素に共通に設けられた共通
電極に印加されるコモン信号電圧Ｖcomの極性が反転す
るように駆動制御する。
【００１１】このような構成を有する液晶表示装置にお
いて、各行（走査ラインＬｇ）に走査信号を順次印加し
て選択状態として、信号ラインＬｄに供給された表示信
号電圧を、画素トランジスタＴＦＴを介して各画素電極
に印加することにより、輝度信号に対応した表示信号電
圧と共通電極に印加されたコモン信号電圧Ｖcomとの電
位差（画素電位）が各表示画素の液晶容量Ｃlcに充電さ
れて、該電位差に応じて各表示画素における液晶分子の
配向状態が制御される。これにより、所望の画像情報が
液晶表示パネル１０に表示される。
【００１２】ところで、上述したような液晶表示装置に
おいて、画像情報の表示駆動状態で装置電源を遮断（オ
フ）操作すると、信号ドライバ２０から信号ラインＬｄ
への表示信号電圧の供給が遮断されてハイインピーダン
ス状態となり、また、走査ドライバ３０から走査ライン
Ｌｇに印加される走査信号が非アクティブ状態（ローレ
ベル）となるため、各表示画素の液晶容量Ｃlcは、装置
電源が遮断操作される直前の電位を保持した状態とな
る。この表示画素に保持された電位（残留電圧）は、周
辺配線（走査ラインＬｇ、信号ラインＬｄ、容量配線Ｌ
ｃ等）や、画素トランジスタＴＦＴ等を介してリーク電
流が発生することにより、時間の経過とともに徐々に放
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電されて、最終的に共通電極（コモン信号電圧Ｖcom）
と同電位になる。
【００１３】ここで、上記残留電圧がリーク電流により
コモン信号電圧Ｖcomと略同等の電位となるまでには、
場合によっては、数秒程度の比較的長い時間を要するた
め、装置電源の遮断時（又は、その直前）の表示画像が
徐々に消えていくという表示状態の変化（残像の発生）
が、人間の目に認識されることになる。このような液晶
表示パネルの表示状態の変化は、透過型の液晶表示パネ
ル及びバックライトを備えた液晶表示装置にあっては、
装置電源の遮断操作とほぼ同時にバックライトを消灯制
御することによりほとんど視認されることはないが、反
射型の液晶表示装置にあっては、上記表示状態の変化が
時間の経過とともに視認されることになるため、見苦し
さを感じたり違和感が生じるという問題を有していた。
また、装置電源を遮断操作するたびに、各表示画素の液
晶分子に上記残留電圧に基づく直流電圧成分が印加され
ることになるため、液晶の劣化を招きやすくなるという
問題も有していた。
【００１４】そこで、このような装置電源の遮断操作時
に生じる残存電圧の問題を解決する手法として、従来に
おいては、例えば、特開２０００－１６３０２５号公報
等に記載されているような技術が知られている。具体的
には、例えば、特開２０００－１６３０２５号公報等に
は、装置電源の遮断操作時に、走査ドライバ３０をアク
ティブ状態に維持しつつ、信号ドライバ２０の出力をハ
イインピーダンス状態に制御し、信号ラインＬｄの電位
を静電保護抵抗Ｒcsと液晶容量Ｃlcとの時定数に応じた
十分短い時間（例えば、１ｍｓ程度）で容量配線Ｌｃの
電位Ｖcs（コモン信号電圧Ｖcom）と同電位にすること
により、各表示画素における印加電圧をゼロの状態にリ
セットして、残存電圧の影響（すなわち、表示画面の残
像の発生や液晶の劣化等）を抑制する構成が記載されて
いる。
【００１５】また、同公報等には、上述した静電気保護
抵抗Ｒcsを備えていない液晶表示パネルにおいて、装置
電源の遮断操作時に、映像信号として白表示電圧を供給
して液晶表示パネルに表示される画像情報を速やかに白
表示画面に切り替えてから、信号ドライバ及び走査ドラ
イバを非アクティブ状態に制御することにより、上記残
存電圧の影響を抑制する構成も記載されている。
【００１６】このように、従来技術においては、装置電
源の遮断時の残存電圧による影響を抑制する手法とし
て、装置電源遮断後の所定期間（残像処理期間）に、
（１）信号ドライバの出力をハイインピーダンス状態で
保持し、数フィールド分、走査ドライバを駆動して表示
画素を選択状態にすることにより画素電位（残存電圧）
をコモン電圧Ｖcomに近似させる手法
（２）信号ラインの電位を所定の時定数でコモン信号電
圧Ｖcomに近似させる手法
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（３）信号ドライバから表示信号電圧として白表示電圧
を供給して、各表示画素に白表示データを書き込むこと
により、各表示画素における画素電位を小さく抑制する
手法
等が知られていた。
【００１７】
【発明が解決しようとする課題】しかしながら、上述し
たような残像処理方法においては、以下に示すような問
題を有していた。すなわち、（ア）装置電源が遮断され
た後の残像処理期間において、ライン反転駆動を継続す
る動作制御を行った場合、極性反転信号ＦＲＰによりコ
モン信号電圧Ｖcomは、１ラインごとに電圧極性が反転
するように共通電極に印加されているため、上記残像処
理期間が終了した直後に、コモン信号電圧Ｖcomの中心
電圧からのずれ（センターずれ）等に起因して走査ライ
ンごとに画素電位（蓄積電荷量）の差が生じ、これによ
り、放電時間の差が生じる場合があった。そのため、こ
のような放電時間の差によって、表示画面に縞模様等が
生じて、これが表示ムラとして視認される可能性がある
という問題を有していた。
【００１８】（イ）また、上述したように、コモン電圧
Ｖcomは、ライン反転駆動するように供給制御されるた
め、上記残像処理期間が終了した直後において、コモン
信号電圧Ｖcomの電圧レベルがハイとなるかローレベル
となるかが不確定（不定）であり、仮に、コモン信号電
圧Ｖcomがハイレベルとなるタイミングで残像処理期間
が終了した場合には、該ハイレベルのコモン信号電圧Ｖ
comから所定の低電圧レベルＶss（例えば、接地電位；
０Ｖ）まで電荷を放電して安定するまでに、コモン信号
駆動アンプのバイアス抵抗と交流／直流（ＡＣ／ＤＣ）
カップリング容量により規定される時定数分の時間を要
し、また、このとき各表示画素に印加される残留電圧
（直流電圧成分）によって液晶の劣化を生じる可能性が
あるという問題を有していた。
【００１９】そこで、本発明は、上述したような問題点
に鑑み、画像情報の表示駆動状態で装置電源の遮断操作
を行った場合であっても、各表示画素における残留電圧
に起因する残像の発生を回避しつつ、かつ、残像処理期
間終了直後における表示ムラの発生や液晶の劣化を良好
に抑制することができる液晶表示装置及びその駆動制御
方法を提供することを目的とする。
【００２０】
【課題を解決するための手段】請求項１記載の液晶表示
装置は、相互に直交して配設された複数の走査ライン及
び複数の信号ラインの各交点近傍に、該走査ライン及び
信号ラインに接続されたスイッチ素子を介して、マトリ
クス状に配列された画素電極、及び、該画素電極に対向
して設けられた共通電極からなる複数の表示画素を有す
る液晶表示パネルと、前記複数の走査ラインに走査駆動
信号を順次印加して前記表示画素を走査する走査側駆動
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7
手段と、前記複数の信号ラインの各々に所定の映像信号
に基づく表示信号電圧を印加する信号側駆動手段と、前
記共通電極に所定のコモン信号電圧を供給するコモン信
号駆動手段と、を備えた液晶表示装置において、前記液
晶表示装置の装置電源が遮断操作されたことを検出する
電源遮断検出手段と、前記電源遮断検出手段により前記
装置電源の遮断操作が検出された場合に、前記信号ライ
ン及び前記共通電極間に、所定の期間、所定の電圧を固
定的に印加するように制御する表示画素制御手段と、前
記所定の期間の経過後、前記液晶表示装置への駆動電力
の供給を遮断する電源制御手段と、を具備することを特
徴としている。
【００２１】請求項２記載の液晶表示装置は、請求項１
記載の液晶表示装置において、前記表示画素制御手段
は、少なくとも、前記信号側駆動手段から前記信号ライ
ンを介して前記表示画素の画素電極に一定の信号レベル
を有する信号電圧を印加するように設定制御することを
特徴としている。
【００２２】請求項３記載の液晶表示装置は、請求項２
記載の液晶表示装置において、前記表示画素制御手段
は、前記コモン信号駆動手段から前記共通電極に一定の
信号レベルを有する信号電圧を印加するように設定制御
することを特徴としている。請求項４記載の液晶表示装
置は、請求項２又は３記載の液晶表示装置において、前
記表示画素制御手段は、前記表示画素の画素電極に印加
される信号電圧と、前記共通電極に印加される信号電圧
を、相互に近似するように設定制御することを特徴とし
ている。
【００２３】請求項５記載の液晶表示装置は、請求項４
記載の液晶表示装置において、前記表示画素制御手段
は、前記表示画素の画素電極に印加される信号電圧と、
前記共通電極に印加される信号電圧を、各々特定の低信
号レベルに設定制御することを特徴としている。さら
に、請求項６記載の液晶表示装置は、請求項５記載の液
晶表示装置において、前記表示画素制御手段は、少なく
とも、前記表示画素の画素電極に印加される信号電圧
を、前記液晶表示パネルに白表示駆動する際の信号レベ
ルに設定制御することを特徴としている。
【００２４】そして、請求項７記載の液晶表示装置の駆
動制御方法は、相互に直交して配設された複数の走査ラ
イン及び複数の信号ラインの各交点近傍に、該走査ライ
ン及び信号ラインに接続されたスイッチ素子を介して、
マトリクス状に配列された画素電極、及び、該画素電極
に対向して設けられた共通電極からなる複数の表示画素
を有する液晶表示パネルに所望の画像情報を表示する液
晶表示装置の表示駆動方法において、前記液晶表示装置
における装置電源の遮断操作を検出して、所定の期間、
前記複数の信号ラインの各々に特定の低信号レベルを有
する第１の信号電圧を固定的に印加するとともに、前記
共通電極に特定の低信号レベルを有し、かつ、前記第１
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の信号電圧に近似する第２の信号電圧を固定的に印加す
ることを特徴としている。請求項８記載の液晶表示装置
の駆動制御方法は、請求項７記載の液晶表示装置におい
て、駆動制御方法前記第１の信号電圧は、前記液晶表示
パネルを白表示駆動する際の信号レベルに設定され、該
信号電圧の信号極性を反転駆動することなく、前記画素
電極に印加されることを特徴としている。
【００２５】すなわち、本発明に係る液晶表示装置及び
その駆動制御方法は、反射型の液晶表示パネルを備えた
液晶表示装置において、液晶表示装置の装置電源を遮断
（オフ）する操作を検出した場合、該電源を遮断操作し
た後、実際に電源から駆動電力の供給を遮断するまでの
所定の期間（残像処理期間）に、信号側駆動手段から信
号ラインを介して各表示画素を構成する画素電極に対し
て、信号極性の反転駆動を行うことなく、特定の低信号
レベル（例えば、白表示駆動を行うための所定のローレ
ベル又は０Ｖ）を有する第１の信号電圧を固定的に印加
するとともに、コモン信号駆動手段から共通電極に対し
て、特定の低信号レベル（ローレベルのコモン信号電
圧）を有し、かつ、上記第１の信号電圧に近似する第２
の信号電圧を固定的に印加するように構成されている。
【００２６】これにより、装置電源の遮断操作後に設定
される残像処理期間において、液晶表示パネルを構成す
る全ラインの表示画素（画素電極及び共通電極間）に対
して、所定の電圧（例えば、白表示駆動を行うための１
Ｖ又は０Ｖ）が均一に書き込まれるので、各走査ライン
ごとの画素電位（蓄積電荷量）が均一化され、上記残像
処理期間の終了直後（駆動電力が供給遮断された直後）
において表示画面に縞模様等の表示ムラが発生すること
を抑制することができる。
【００２７】また、上記残像処理期間において、共通電
極に印加される信号電圧が必ずローレベルに固定される
ので、残像処理期間の終了時に、コモン信号電圧Ｖcom
の放電動作が発生することがなく、表示状態の変化（残
像の発生）を抑制することができるとともに、各表示画
素に高い残留電圧（直流電圧成分）が印加されることが
ないので、液晶の劣化を抑制することができる。
【００２８】
【発明の実施の形態】以下、本発明に係る液晶表示装置
及びその駆動制御方法について、実施の形態を示して具
体的に説明する。まず、本発明に係る液晶表示装置の一
実施形態について、図面を参照しながら説明する。ここ
では、液晶表示装置としてアクティブマトリックス型の
液晶表示パネルを備えた構成について説明し、上述した
従来技術（図５、図６）と同等の構成については、同一
の符号を付して、その説明を簡略化する。
【００２９】図１は、本発明に係る液晶表示装置の一実
施形態を示すブロック図である。ここで、上述した従来
技術と同等の構成については、同一の符号を付してその
説明を簡略化又は省略する。図１に示すように、本実施
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形態に係る液晶駆動装置は、大別して、従来技術（図５
参照）と同等の構成を有する液晶表示パネル１０と、走
査ドライバ（走査側駆動手段）３０と、ＲＧＢデコーダ
４０と、反転アンプ５０と、ＬＣＤコントローラ６０
と、コモン信号駆動アンプ（コモン信号駆動手段）７０
に加え、本実施形態特有の構成を有する信号ドライバ
（信号側駆動手段）２０Ａと、電源制御回路（電源遮断
検出手段、電源制御手段）８０と、シーケンス制御回路
（表示画素制御手段）９０と、電源１００と、を備えて
いる。
【００３０】ここで、本実施形態に係る液晶表示装置に
おいては、ＬＣＤコントローラ６０と、信号ドライバ２
０及び走査ドライバ３０並びに反転アンプ５０、コモン
信号駆動アンプ７０の各構成との間に、シーケンス制御
回路９０が介在するように設けられ、該シーケンス制御
回路９０により垂直同期信号Ｖに基づく所定のタイミン
グで、ＬＣＤコントローラ６０から出力される水平制御
信号を信号ドライバ２０に供給し、垂直制御信号を走査
ドライバ３０に供給し、また、極性反転信号ＦＲＰを反
転アンプ５０及びコモン信号駆動アンプ７０に供給する
とともに、電源制御回路８０からの電源遮断検出信号Ｐ
ｗＡＣＴに基づいて、電源遮断信号ＯＦＦreadyを出力
して、液晶表示装置の各構成への駆動電力の供給状態を
制御するように構成されている。
【００３１】以下、上述した各構成について、詳しく説
明する。図２は、本実施形態に係る液晶表示装置に適用
される信号ドライバの概略構成を示すブロック図であ
り、図３は、本実施形態に係る液晶表示装置に適用され
るシーケンス制御回路の一構成例を示す回路構成図であ
る。液晶表示パネル１０は、上述した従来技術（図６）
と同様に、概略、図示を省略した対向する透明基板間に
マトリクス状（列方向及び行方向）に配設された信号ラ
インＬｄ及び走査ラインＬｇの各交点近傍に配置された
複数の画素電極、及び、各画素電極に対向する単一の共
通電極、画素電極及び共通電極の間に充填された液晶か
らなる表示画素（液晶容量）と、該表示画素に印加され
た表示信号電圧を保持するための蓄積容量（補助容量）
と、信号ラインＬｄ及び走査ラインＬｇ並びに各表示画
素に接続された画素トランジスタ（スイッチ素子）と、
を備えて構成されている。
【００３２】本実施形態に適用される信号ドライバ２０
は、図２に示すように、シフトクロックＣＫに基づい
て、サンプリングスタート信号ＳＲＴを所定方向に順次
シフトするシフトレジスタ２１と、該シフトレジスタ２
１から出力されるシフト出力（サンプリングパルス）に
基づいて、ＲＧＢデコーダ４０及び反転アンプ５０を介
して供給されるＲＧＢ各色の輝度信号（ＲＧＢ反転信
号）を１行単位で取り込んで保持し（サンプリング/ホ
ールド）、所定のタイミングで該輝度信号に対応する表
示信号電圧Ｖsigを、各信号ラインＬｄに出力するサン
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プル・ホールド回路２２及びバッファ回路２３と、信号
ラインアウトプットイネーブル信号（以下、単に「アウ
トプットイネーブル信号」と記す）ＯＥに基づいて、各
信号ラインＬｄへの上記表示信号電圧Ｖsigの出力状態
を制御するスイッチ回路２４と、クリア信号ＣＬＲに基
づいて、各信号ラインＬｄへの電源１００から供給され
る電源電圧ＶＤＤＣ又はシーケンス制御回路９０から供
給される特定のローレベル（低信号レベル;例えば、Ｖ
Ｌ＝１Ｖ、又は、Ｖss＝０Ｖ）を有する信号電圧（第１
の信号電圧）のいずれかの印加を制御するスイッチ回路
２５と、を有して構成されている。
【００３３】ここで、サンプリングスタート信号ＳＲ
Ｔ、シフトクロックＣＫ、信号ラインアウトプットイネ
ーブル信号ＯＥ、クリア信号ＣＬＲは、ＲＧＢデコーダ
４０から供給される水平同期信号Ｈに基づいてＬＣＤコ
ントローラ６０により生成され、シーケンス制御回路９
０を介して、水平制御信号として信号ドライバ２０に供
給される。また、スイッチ回路２５を介して各信号ライ
ンＬｄに供給される信号電圧は、詳しくは後述するが、
電源スイッチＳＷがオン操作されて駆動電力が液晶表示
装置の各構成に供給されている表示駆動状態において
は、ＬＣＤコントローラ６０から出力されるクリア信号
ＣＬＲの信号レベルに基づいて、所定のタイミングで電
源電圧ＶＤＤＣが各信号ラインＬｄに印加されるように
設定され、一方、電源スイッチＳＷがオフ操作された
後、駆動電力の供給が遮断されるまでの所定の期間（残
像処理期間）においては、上記クリア信号ＣＬＲは常に
ハイレベルとなるとともに、特定のローレベルを有する
信号電圧（ＶＬ＝１Ｖ、又は、Ｖss＝０Ｖ）が各信号ラ
インＬｄに印加されるように設定される。
【００３４】また、走査ドライバ３０は、ＬＣＤコント
ローラ６０により生成され、シーケンス制御回路９０を
介して供給される垂直制御信号（ゲートラインアウトプ
ットイネーブル信号ＧＯＥ、ゲートクロックＧＰＣＫ、
ゲートスタート信号ＧＳＲＴ等）に基づいて、各走査ラ
インＬｇに走査信号（ゲートパルス；走査駆動信号）を
順次印加して各走査ラインＬｇを選択状態に設定する。
【００３５】ＲＧＢデコーダ４０及び反転アンプ５０
は、上述した従来技術と同様に、映像信号から水平同期
信号Ｈ、垂直同期信号Ｖ及びコンポジット同期信号ＣＳ
Ｙを抽出して、ＬＣＤコントローラ６０に供給するとと
もに、映像信号に含まれるＲ、Ｇ、Ｂの各色信号（ＲＧ
Ｂ信号）を抽出し、ＬＣＤコントローラ６０から供給さ
れる極性反転信号ＦＲＰに基づいて、反転アンプ５０に
より反転処理して輝度信号（ＲＧＢ反転信号）として信
号ドライバ２０に出力する。
【００３６】ＬＣＤコントローラ６０は、ＲＧＢデコー
ダ４０から供給される水平同期信号Ｈ、垂直同期信号Ｖ
及びコンポジット同期信号ＣＳＹに基づいて、極性反転
信号ＦＲＰ等を生成して、シーケンス制御回路９０を介
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11
して反転アンプ６０及びコモン信号駆動アンプ７０に出
力するとともに、上述した各種水平制御信号及び垂直制
御信号を生成して、シーケンス制御回路９０を介して所
定のタイミングで信号ドライバ２０及び走査ドライバ３
０に供給する。
【００３７】電源制御回路８０は、少なくとも、液晶表
示装置の電源スイッチＳＷがオン／オフ操作（装置電源
が投入、遮断操作）されたことを検出する機能を備え、
電源スイッチＳＷがオン操作されると、シーケンス制御
回路９０に供給するフラグ信号（電源遮断検出信号）Ｐ
ｗＡＣＴをハイレベルとし（フラグを立て）、電源スイ
ッチＳＷがオフ操作されると、上記フラグ信号ＰｗＡＣ
Ｔをローレベル（フラグを下げる）に切り換える制御を
行う。
【００３８】また、電源制御回路８０は、シーケンス制
御回路９０において、上記フラグ信号ＰｗＡＣＴ及び垂
直同期信号Ｖに基づいて、後述する一連の駆動制御動作
が実行された後、フラグ信号（電源遮断信号）ＯＦＦre
adyが供給されると、電源１００に供給していた電源制
御信号ＰＣＳをハイレベルからローレベルに切り換え制
御して、液晶表示装置の各構成（信号ドライバ２０及び
走査ドライバ３０、ＲＧＢデコーダ４０、ＬＣＤコント
ローラ６０等）への駆動電力の供給を遮断する制御を行
う。
【００３９】ここで、上記電源スイッチＳＷは、液晶表
示装置の各構成への駆動電力の供給（装置電源の投
入）、遮断を行うためのスイッチであり、液晶表示装置
の使用者等により任意にオン、オフ操作される。また、
電源１００は、電源制御回路８０から供給される電源制
御信号ＰＣＳに基づいて、液晶表示装置の各構成への駆
動電力の供給状態を切り換える。
【００４０】シーケンス制御回路９０は、主に、電源制
御回路８０から出力される電源遮断検出信号ＰｗＡＣＴ
の信号レベルに基づいて、ＬＣＤコントローラ６０から
出力され、信号ドライバ２０に供給される水平制御信
号、及び、走査ドライバ３０に供給される垂直制御信
号、並びに、反転アンプ５０及びコモン信号駆動アンプ
７０に供給される極性反転信号ＦＲＰの供給状態を制御
する機能を備えている。
【００４１】具体的には、シーケンス制御回路９０は、
例えば、図３に示すように、垂直同期信号Ｖをクロック
入力とし、直列に接続された複数段のフリップフロップ
回路９１ａ～９１ｅから構成され、後述する駆動制御動
作における動作タイミング（処理期間）を規定するフリ
ップフロップ群９１と、ＡＮＤ論理ゲート９２ａ～９２
ｃ、インバータ９２ｄ、ＯＲ論理ゲート９２ｅから構成
され、一部の水平制御信号（アウトプットイネーブル信
号ＯＥ、クリア信号ＣＬＲ）及び極性反転信号ＦＲＰの
供給状態を制御する論理ゲート群９２と、ＯＲ論理ゲー
ト９３ａ及びインバータ９３ｂから構成され、電源１０
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０における駆動電力の供給状態を制御する論理ゲート群
９３と、上記水平制御信号や極性反転信号ＦＲＰ以外
の、垂直制御信号（ゲートラインアウトプットイネーブ
ル信号ＧＯＥ、ゲートクロックＧＰＣＫ、ゲートスター
ト信号ＧＳＲＴ）等の供給状態を制御するＡＮＤ論理ゲ
ート９４（実施の態様によっては、複数の論理ゲート群
が並列に設けられているものであってもよい）と、を有
して構成されている。
【００４２】ここで、フリップフロップ群９１は、電源
制御回路８０から出力される電源遮断検出信号ＰｗＡＣ
Ｔを初段のフリップフロップ回路９１ａの入力として、
ＬＣＤコントローラ６０から各々のフリップフロップ回
路９１ａ～９１ｅに供給される垂直同期信号Ｖの立ち上
がりタイミングに同期して、該電源遮断検出信号ＰｗＡ
ＣＴの信号レベルを順次シフトする。
【００４３】論理ゲート群９２において、ＡＮＤ論理ゲ
ート９２ａは、初段のフリップフロップ回路９１ａから
出力されるシフト出力を一方の入力とし、ＬＣＤコント
ローラ６０から供給されるアウトプットイネーブル信号
ＯＥを他方の入力として、両入力の論理積（ＡＮＤ論
理）に基づくアウトプットイネーブル信号ＯＥoutを信
号ドライバ２０に出力する。ＡＮＤ論理ゲート９２ｂ
は、フリップフロップ回路９１ａから出力されるシフト
出力を一方の入力とし、ＬＣＤコントローラ６０から供
給されるクリア信号ＣＬＲを他方の入力として、両入力
の論理積出力を次段のＯＲ論理ゲート９２ｅに出力す
る。
【００４４】ＯＲ論理ゲート９２ｅは、前記ＡＮＤ論理
ゲート９２ｂの論理積出力を一方の入力とし、フリップ
フロップ回路９１ａから出力されるシフト出力の反転信
号（インバータ９２ｄの反転出力）を他方の入力とし
て、両入力の論理和（ＯＲ論理）に基づくクリア信号Ｃ
ＬＲoutを信号ドライバ２０に出力をする。さらに、Ａ
ＮＤ論理ゲート９２ｃは、初段のフリップフロップ回路
９１ａから出力されるシフト出力を一方の入力とし、Ｌ
ＣＤコントローラ６０から供給される極性反転信号ＦＲ
Ｐを他方の入力として、両入力の論理積に基づく極性反
転信号ＦＲＰoutを反転アンプ５０及びコモン信号駆動
アンプ７０に出力する。
【００４５】論理ゲート群９３において、ＯＲ論理ゲー
ト９３ａは、初段のフリップフロップ回路９１ａから出
力されるシフト出力を一方の入力とし、最終段のフリッ
プフロップ回路９１ｅから出力されるシフト出力を他方
の入力として、両入力の論理和に基づく出力をインバー
タ９３ｂに出力し、また、インバータ９３ｂは、ＯＲ論
理ゲート９３ａの出力を反転処理して、電源遮断信号Ｏ
ＦＦreadyとして電源制御回路８０に出力する。
【００４６】また、ＡＮＤ論理ゲート９４（又は、ＡＮ
Ｄ論理ゲート群）は、上記ＯＲ論理ゲート９３ａの出力
を一方の入力とし、上記水平制御信号（アウトプットイ
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ネーブル信号ＯＥ、クリア信号ＣＬＲ）及び極性反転信
号ＦＲＰ以外であって、ＬＣＤコントローラ６０から供
給される水平制御信号及び垂直制御信号（ゲートイネー
ブル信号ＧＯＥ、ゲートクロックＧＰＣＫ、ゲートスタ
ート信号ＧＳＲＴ等）を他方の入力として、両入力の論
理積に基づく各信号を信号ドライバ２０及び走査ドライ
バ３０に出力する。
【００４７】すなわち、本実施形態に係るシーケンス制
御回路９０においては、電源スイッチＳＷがオフ操作さ
れて、電源制御回路８０から出力される電源遮断検出信
号ＰｗＡＣＴがローレベルになると、垂直同期信号Ｖの
タイミングに基づいて、各フリップフロップ回路９１ａ
～９１ｅ間でローレベルのシフト信号が順次転送され、
該各フリップフロップ回路の段数に応じて、後述する駆
動制御動作における動作タイミング（処理期間）が規定
される。
【００４８】これにより、電源スイッチＳＷがオフ操作
された直後の垂直同期信号のタイミングに同期して、初
段のフリップフロップ回路９１ａから出力されるシフト
出力の信号レベルがローレベルとなり、各ＡＮＤ論理ゲ
ート９２ａ～９２ｃの一方の入力端に入力されるととも
に、インバータ９２ｄの入力端に入力されるので、ＬＣ
Ｄコントローラ６０から出力され、各ＡＮＤ論理ゲート
９２ａ～９２ｃの他方の入力端に入力されるアウトプッ
トイネーブル信号ＯＥ及びクリア信号ＣＬＲ、極性反転
信号ＦＲＰの信号レベルに関わらず、シーケンス制御回
路９０を介して信号ドライバ２０に供給されるアウトプ
ットイネーブル信号ＯＥout、並びに、反転アンプ５０
及びコモン信号駆動アンプ７０に供給される極性反転信
号ＦＲＰoutは、ローレベルに固定され、また、クリア
信号ＣＬＲoutは、ハイレベルに固定される。
【００４９】また、垂直同期信号Ｖのタイミングに基づ
いて、初段のフリップフロップ回路９１ａ及び最終段の
フリップフロップ回路９１ｅから出力されるシフト出力
の信号レベルが、いずれもローレベルとなるタイミング
では、ＯＲ論理ゲート９３ａの各入力端への入力が共に
ローレベルとなるので、電源制御回路８０に供給される
電源遮断信号ＯＦＦreadyは、インバータ９３ｂにより
反転処理されてハイレベルとなり、電源１００からの駆
動電力の供給が遮断制御される。
【００５０】このとき、ＡＮＤ論理ゲート９４（又は、
ＡＮＤ論理ゲート群）の一方の入力端に入力される信号
レベルがローレベルとなるので、上記水平制御信号（ア
ウトプットイネーブル信号ＯＥ、クリア信号ＣＬＲ）及
び極性反転信号ＦＲＰ以外であって、ＬＣＤコントロー
ラ６０から供給され、ＡＮＤ論理ゲート９４の他方の入
力端に入力される水平制御信号及び垂直制御信号（ゲー
トイネーブル信号ＧＯＥ、ゲートクロックＧＰＣＫ、ゲ
ートスタート信号ＧＳＲＴ等）の信号レベルに関わら
ず、シーケンス制御回路９０を介して信号ドライバ２０
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及び走査ドライバ３０に供給される各信号（ゲートライ
ンアウトプットイネーブル信号ＧＯＥ、ゲートクロック
ＧＰＣＫ、ゲートスタート信号ＧＳＲＴ等）は、ローレ
ベルとなる。
【００５１】一方、このシーケンス制御回路９０は、電
源スイッチＳＷがオン操作されて、電源制御回路８０か
ら出力される電源遮断検出信号ＰｗＡＣＴがハイレベル
になると、垂直同期信号Ｖのタイミングに基づいて、各
フリップフロップ回路９１ａ～９１ｅ間でハイレベルの
シフト信号が順次転送される。これにより、電源スイッ
チＳＷがオン操作された直後の垂直同期信号のタイミン
グに同期して、初段のフリップフロップ回路９１ａから
出力されるシフト出力の信号レベルがハイレベルとな
り、各ＡＮＤ論理ゲート９２ａ～９２ｃの一方の入力端
に入力されるとともに、インバータ９２ｄの入力端に入
力されるので、ＬＣＤコントローラ６０から出力され、
各ＡＮＤ論理ゲート９２ａ～９２ｃの他方の入力端に入
力されるアウトプットイネーブル信号ＯＥ及びクリア信
号ＣＬＲ、極性反転信号ＦＲＰの信号レベルに基づい
て、シーケンス制御回路９０を介して信号ドライバ２０
に供給されるアウトプットイネーブル信号ＯＥout及び
クリア信号ＣＬＲout、並びに、反転アンプ５０及びコ
モン信号駆動アンプ７０に供給される極性反転信号ＦＲ
Ｐoutの信号レベルが確定される。
【００５２】すなわち、ＬＣＤコントローラ６０から出
力されるアウトプットイネーブル信号ＯＥ又はクリア信
号ＣＬＲ、極性反転信号ＦＲＰの信号レベルが、ローレ
ベルのときには、信号ドライバ２０や反転アンプ５０、
コモン信号駆動アンプ７０に対して、ローレベルのアウ
トプットイネーブル信号ＯＥout又はクリア信号ＣＬＲo
ut、極性反転信号ＦＲＰoutが各々出力され、ＬＣＤコ
ントローラ６０から出力されるアウトプットイネーブル
信号ＯＥ又はクリア信号ＣＬＲ、極性反転信号ＦＲＰの
信号レベルが、ハイレベルのときには、信号ドライバ２
０や反転アンプ５０、コモン信号駆動アンプ７０に対し
て、ハイレベルのアウトプットイネーブル信号ＯＥout
又はクリア信号ＣＬＲout、極性反転信号ＦＲＰoutが各
々出力される。
【００５３】また、垂直同期信号Ｖのタイミングに基づ
いて、少なくとも、初段のフリップフロップ回路９１ａ
及び最終段のフリップフロップ回路９１ｅから出力され
るシフト出力のうち、いずれか一方のシフト出力の信号
レベルが、ハイレベルとなるタイミングでは、ＯＲ論理
ゲート９３ａのいずれかの入力端への入力がハイレベル
となるので、電源制御回路８０に供給される電源遮断信
号ＯＦＦreadyは、インバータ９３ｂにより反転処理さ
れてローレベルとなり、電源１００からの駆動電力の供
給が継続するように制御される。
【００５４】そして、このとき、ＡＮＤ論理ゲート９４
（又は、ＡＮＤ論理ゲート群）の一方の入力端に入力さ
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れる信号レベルがハイレベルとなるので、ＬＣＤコント
ローラ６０から出力され、ＡＮＤ論理ゲート９４の他方
の入力端に入力されるアウトプットイネーブル信号Ｏ
Ｅ、クリア信号ＣＬＲ以外の水平制御信号及び垂直制御
信号（ゲートラインアウトプットイネーブル信号ＧＯ
Ｅ、ゲートクロックＧＰＣＫ、ゲートスタート信号ＧＳ
ＲＴ等）の信号レベルに基づいて、信号ドライバ２０及
び走査ドライバ３０に供給される各信号の信号レベルが
確定される。
【００５５】次に、上述した構成を有する液晶表示装置
における駆動制御動作（特に、電源スイッチオフ操作時
における制御動作）について、図面を参照して説明す
る。図４は、本実施形態に係る液晶表示装置における駆
動制御動作を示すタイミングチャートである。ここで
は、上述した液晶表示装置の各構成を適宜参照しつつ説
明する。
【００５６】図４に示すように、まず、映像信号に基づ
く所望の画像情報を液晶表示パネル１０に表示している
表示駆動状態において、使用者等により電源スイッチＳ
Ｗがオフ操作されると、電源制御回路８０は、シーケン
ス制御回路９０に供給しているフラグ信号（電源遮断検
出信号）ＰｗＡＣＴをローレベルに切り換え制御する。
【００５７】シーケンス制御回路９０においては、ロー
レベルの電源遮断検出信号ＰｗＡＣＴが入力されると、
その直後の垂直同期信号Ｖの立ち上がりタイミングで、
フリップフロップ回路９１ａから出力され、ＡＮＤ論理
ゲート９２ａ～９２ｃの一方の入力端に入力されるシフ
ト出力の信号レベルがローレベルとなるので、ＬＣＤコ
ントローラ６０から供給されるクリア信号ＣＬＲ及び出
力イネーブル信号ＯＥ並びに極性反転信号ＦＲＰの信号
レベルに関わらず、ローレベルの出力イネーブル信号Ｏ
Ｅout及びハイレベルのクリア信号ＣＬＲoutが信号ドラ
イバ２０に出力されるとともに、ローレベルの極性反転
信号ＦＲＰoutが反転アンプ５０及びコモン信号駆動ア
ンプ７０に出力される。
【００５８】そして、信号ドライバ２０においては、シ
ーケンス制御回路９０を介して供給される出力イネーブ
ル信号ＯＥout（図２におけるＯＥ）がローレベルとな
るとともに、クリア信号ＣＬＲout（図２におけるＣＬ
Ｒ）がハイレベルとなることにより、スイッチ回路２４
がオフ制御されるとともに、スイッチ回路２５がオン制
御される。このとき、スイッチ回路２５に供給される信
号電圧は、上記電源スイッチＳＷのオフ操作により電源
電圧ＶＤＤＣから特定のローレベルの信号電圧に切り換
え制御される。これにより、サンプル・ホールド回路２
２から各信号ラインＬｄへの表示信号電圧Ｖsig又は電
源電圧ＶＤＤＣの供給が遮断されるとともに、特定のロ
ーレベルの信号電圧（ＶＬ又はＶss）がライン反転駆動
することなく、固定的に供給される。ここで、本実施形
態においては、上記特定のローレベルの信号電圧とし
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て、例えば、ＶＬ＝１Ｖ、あるいは、Ｖss＝０Ｖに設定
する。
【００５９】一方、このタイミングにおいては、最終段
のフリップフロップ回路９１ｅからのシフト出力がハイ
レベルの状態にあって、ＯＲ論理ゲート９３ａの一方側
の入力端に入力されているので、ＯＲ論理ゲート９３ａ
は、他方側の入力端に入力される信号電圧の信号レベル
（初段のフリップフロップ回路９１ａからのシフト出
力）に関わらず、ハイレベルの信号がインバータ９３ｂ
及びＡＮＤ論理ゲート９４に出力される。
【００６０】これにより、シーケンス制御回路９０から
電源制御回路８０にローレベルの電源遮断信号ＯＦＦre
adyが出力されるとともに、ＬＣＤコントローラ６０か
ら供給されるアウトプットイネーブル信号ＯＥ及びクリ
ア信号ＣＬＲ以外の水平制御信号、及び、垂直制御信号
（ゲートラインアウトプットイネーブル信号ＧＯＥ、ゲ
ートクロックＧＰＣＫ、ゲートスタート信号ＧＳＲＴ
等）は、そのままの信号レベルで信号ドライバ２０及び
走査ドライバ３０に出力され、少なくとも、走査ドライ
バ３０がアクティブ状態を維持する。
【００６１】このような信号ドライバ２０により特定の
ローレベルの信号電圧を各信号ラインＬｄに固定的に印
加するとともに、走査ドライバ３０によるライン走査を
継続、保持する状態は、垂直同期信号Ｖに基づく適当な
フィールド期間（残像処理期間に相当する）だけ継続さ
れる。すなわち、図３に示したシーケンス制御回路９０
においては、初段のフリップフロップ回路９１ａに入力
されたローレベルの電源遮断検出信号ＰｗＡＣＴが順次
シフトされて、最終段のフリップフロップ回路９１ｅか
ら出力されるまでの４フィールド期間、走査ドライバ３
０により走査ラインＬｇが順次走査されて各表示画素
に、信号ドライバ２０から供給される特定のローレベル
の信号電圧が各信号ラインＬｄを介して書き込まれる。
【００６２】ここで、本実施形態に係る液晶表示装置に
おいては、電源スイッチＳＷがオフ操作された直後の垂
直同期信号Ｖの立ち上がりタイミングで、上述したシー
ケンス制御回路９０により極性反転信号ＦＲＰoutがロ
ーレベルに制御されるので、液晶表示パネル１０の共通
電極に供給されるコモン信号電圧Ｖcomが、特定のロー
レベル（Ｖss＝０Ｖ）に固定される。
【００６３】したがって、電源スイッチＳＷがオフ操作
された直後の垂直同期信号Ｖの立ち上がりタイミング以
降、例えば、シーケンス制御回路９０を構成するフリッ
プフロップ回路の段数分に相当する所定の期間、各信号
ラインＬｄには特定のローレベル（ＶＬ＝１Ｖ、又は、
Ｖss＝０Ｖ）の信号電圧が印加されるとともに、共通電
極にも特定のローレベル（Ｖss＝０Ｖ）のコモン信号電
圧Ｖcomが印加されることになるので、各表示画素の液
晶に印加される電位差は、概ね１Ｖ以下の微小電圧に設
定されることになる。なお、上述した特定のローレベル
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17
の信号電圧として、ＶＬ＝１Ｖに設定制御した場合、各
表示画素の液晶に印加される電位差（概ね１Ｖ）は、液
晶表示パネルにおいて白表示駆動を行う場合の印加電圧
（白表示電圧）に相当する。
【００６４】そして、上記所定の期間が経過すると、走
査ドライバ３０への垂直制御信号（ゲートラインアウト
プットイネーブル信号ＧＯＥout、ゲートクロックＧＰ
ＣＫout、ゲートスタート信号ＧＳＲＴout）の出力が遮
断されて非アクティブ状態に制御されるとともに、ハイ
レベルの電源遮断信号ＯＦＦreadyがシーケンス制御回
路９０から電源制御回路８０に出力されて、電源１００
から液晶表示装置の各構成への駆動電力の供給が遮断さ
れる。
【００６５】このような一連の駆動制御動作によれば、
電源スイッチＳＷをオフ操作した後の残像処理期間にお
いて、該期間の開始直後に、コモン信号電圧Ｖcomをロ
ーレベルに固定するとともに、ライン反転駆動すること
なく、信号ラインを介して白表示駆動に対応するローレ
ベル（ＶＬ＝１Ｖ）、もしくは、０Ｖの信号電圧を固定
的に印加することにより、全走査ラインの表示画素に均
一な微小電圧（白表示電圧）が書き込まれることになる
ので、各ライン間の書き込み電圧の差を抑制して、表示
画面における残像を速やかに消去することができる。
【００６６】ここで、本実施形態においては、残像処理
期間中、例えば、信号電圧ＶＬ＝１Ｖを全ラインに書き
込むことになるが、該信号電圧は極めて低い電圧であ
り、かつ、該印加時間も極めて短い（例えば、４フィー
ルド期間程度）ので、この信号電圧（直流電圧成分）の
印加に起因する液晶の劣化を良好に抑制することができ
る。また、上記駆動制御動作においては、必ずコモン信
号電圧Ｖcomがローレベルに固定されるように制御され
るので、残像処理期間終了の前後（すなわち、装置電源
の遮断動作の前後）で画面表示が変化することも回避さ
れ、表示ムラの発生を良好に抑制することができる。
【００６７】なお、上述した各実施形態に示したシーケ
ンス制御回路は、本発明に適用可能な回路構成の一例を
示したものにすぎず、本発明はこれに限定されるもので
はない。すなわち、電源制御回路から出力される電源遮
断検出信号ＰｗＡＣＴに基づいて、信号ラインに供給さ
れる信号電圧と共通電極に供給されるコモン信号電圧を
特定のローレベルに固定して、双方の信号の電位差（画
素電位）が最小となるように、水平制御信号や垂直制御
信号、極性反転信号等の印加タイミングや信号レベルを
制御することができるものであれば、他の回路構成を有
するものであってもよい。
【００６８】
【発明の効果】本発明に係る液晶表示装置及びその駆動
制御方法によれば、反射型の液晶表示パネルを備えた液
晶表示装置において、液晶表示装置の装置電源を遮断
（オフ）する操作を検出した場合、該電源を遮断操作し*
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*た後、実際に電源から駆動電力の供給を遮断するまでの
所定の期間（残像処理期間）に、信号側駆動手段から信
号ラインを介して各表示画素を構成する画素電極に対し
て、信号極性の反転駆動を行うことなく、特定の低信号
レベル（例えば、白表示駆動を行うための所定のローレ
ベル又は０Ｖ）を有する第１の信号電圧を固定的に印加
するとともに、コモン信号駆動手段から共通電極に対し
て、特定の低信号レベル（ローレベルのコモン信号電
圧）を有し、かつ、上記第１の信号電圧に近似する第２
の信号電圧を固定的に印加するように構成されているの
で、装置電源の遮断操作後に設定される残像処理期間に
おいて、液晶表示パネルを構成する全ラインの表示画素
（画素電極及び共通電極間）に対して、所定の電圧（例
えば、白表示駆動を行うための１Ｖ又は０Ｖ）を均一に
書き込むことができる。
【００６９】したがって、各走査ラインごとの画素電位
（蓄積電荷量）を均一化して、上記残像処理期間の終了
直後（駆動電力が供給遮断された直後）において表示画
面に縞模様等の表示ムラが発生することを抑制すること
ができる。また、上記残像処理期間において、共通電極
に印加される信号電圧が必ずローレベルに固定されるの
で、残像処理期間の終了時に、コモン信号電圧Ｖcomの
放電動作が発生することがなく、表示状態の変化（残像
の発生）を抑制することができるとともに、各表示画素
に高い残留電圧（直流電圧成分）が印加されることがな
いので、液晶の劣化を抑制することができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明に係る液晶表示装置の一実施形態を示す
ブロック図である。
【図２】本実施形態に係る液晶表示装置に適用される信
号ドライバの概略構成を示すブロック図である。
【図３】本実施形態に係る液晶表示装置に適用されるシ
ーケンス制御回路の一構成例を示す回路構成図である。
【図４】本実施形態に係る液晶表示装置における駆動制
御動作を示すタイミングチャートである。
【図５】従来技術におけるＴＦＴ型液晶表示装置の概略
構成を示すブロック図である。
【図６】従来技術における液晶表示パネルの回路構成を
示す要部回路図である。
【符号の説明】
１０          液晶表示パネル
２０Ａ        信号ドライバ
３０          走査ドライバ
４０          ＲＧＢデコーダ
５０          反転アンプ
６０          ＬＣＤコントローラ
７０          コモン信号駆動アンプ
８０          電源制御回路
９０          シーケンス制御回路
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